
１年目
　　年度
令和5年度 令和6年度 前年度比 前年度比 前年度比 前年度比

利用者数 70,739人 109,909人 155%
施設内訳 29,808人 30,237人 101%

8,094人 47,559人 588%
32,837人 32,113人 98%
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春日市指定管理者導入施設の業務実績評価　【対象年度：令和６年度】

１　基本情報 ２　施設情報（休館など）
施設名 光町・毛勝・白水児童センター
指定管理者 労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団

指定期間 令和5年4月1日から令和10年3月31日まで（5年間）

担当所管 こども未来課こども政策・給付担当

３　利用者数
指定期間 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

　　年度 　　年度 　　年度 　　年度

合計
光町児童センター
毛勝児童センター
白水児童センター

４　履行確認項目への評価
履行確認項目 評価の視点 確認内容 特記事項

清掃

適正に実施されているか ・事業報告書
・日報（現地確認）

・館内のみならず、近隣の公園の清掃を行い、来館者
や地域住民が気持ちよく過ごせる環境整備を行ってい
る。

設備保守点検

・適正に実施されているか
・事故等が発生してないか
・不具合の対応は適切か

・日常点検チェックシート
・事故の発生の有無（現地
確認）
・点検記録（現地確認）

警備

・適正に実施されているか ・事業報告書

小規模修繕

・適正に実施されているか
・不具合の対応は適切か

・帳簿、見積書、完了報告
書(現地確認)
・事業報告書

運営状況

・公共性・公平性を確保し
ているか
・事業計画等どおり事業を
実施しているか

・事業報告書 ・移動児童館やプレパパプレママ講座などの新規事業
を事業計画どおりに実施し、児童健全育成や子育て家
庭の支援に貢献している。
・大型のイベントでは学校等とも連携し、地域や学生の
ボランティアとともに行事を行い、地域交流の場の提供
や子どもたちの自立の推進に取り組んでいる。
△基本協定書に記載されている事業について、規定回
数の実施が確認できないものがある。

サービス水準の維持

・サービスの水準を維持す
る努力はなされているか
・課題解決の努力をしてい
るか

・事業報告書

利用状況の把握

適切な施設の利用状況か ・利用状況統計表
・事業報告書

収支決算状況

・適正に執行されているか
・管理コストが上昇していな
いか

・帳票の管理（現地）
・収支状況
・予算と決算の比較
・利用者あたりの管理コス
ト（支出/延べ利用者数）

＜管理コスト＞
R4：1260.23円
R5：873.04円
R6:：626.74円

人員の適正な管理

・人員の適正な配置
・継続的なレベルの維持に
努めているか

・人員の配置状況・勤務体
制（現地確認）
・事業報告書（指導･研修
体制）
・事業報告書（知識・経験を
有する人の配備）

利用者の苦情・要望
等
の対応体制

苦情等への対応は適切か ・苦情・要望への対応体制
（事業報告書）
・報告書の作成状況（現地
確認）

危機管理体制の確保

・事故・災害発生時の対応
はできているか（事業計画
書どおり実施されている
か）

・訓練等の実施実績（現地
確認）
・現地確認（マニュアル等
の整備があるか）

関係機関・地域との
連携体制

連携を図るための組織・体
制を整えているか

定期的な情報交換等の開
催実績（事業報告書）

・学校：担当教諭・SCとの情報共有、ボランティアや職
場体験、校外学習等の受け入れ、不登校会議に参加。
・地域：防犯活動、地域子育てサロン、小学校区探検等
に参加。公民館等で出前行事を実施。

・開館時間：10時から17時まで
・臨時休館：8/29、8/30（台風10号のため）
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５　加点項目への評価
評価内容 特記事項

他機関連携による子ども・子育て家庭の継続支援の実施

児童センターの利用者に対し、児童センターとは別に居場所や支援の提供を実施している「地域
福祉事業所ひまわり（同法人が運営）」のイベントや行事を紹介するなど他事業との連携を図りな
がら、児童やその保護者への手厚い支援を実施している。

６　総合評価
評　　価 コメント

Ｂ　適正であると認められる。

・帳簿や報告書等を確認し、施設管理面・運営面ともに概ね適切に実施されていることを確認し
た。特に新規事業について、周知方法や開催方法を工夫し事業計画通りに実施できている一方
で、一部改善を要する既存事業もあった。
・地域子育てサロンや地域行事への出前、地域住民や学生ボランティアに対する児童センターの
大型行事への参加の呼びかけ等により、地域住民との交流促進を図るとともに子どもたちに地域
交流や異年齢交流の場を提供している。また、児童センター業務のみならず、社会的困難を抱く子
どもや保護者を孤立させず支え合うことを目的とし、他機関連携により子ども・子育て家庭の継続
支援を実施している。


